
病児
保育
室「ほっとチュッピー」

絵本よんで！絵本よんで！
今月のテーマ

「色」
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●

インタビュー

輝
い
て
い
る
人

作
品
づ
く
り
を
通
じ
、

備
中
漆
の
魅
力
を
伝
え
た
い

このコーナーでは、輝いている人を募集しています。あなたの周りにキラッと輝いている人がいたら、
ぜひとも広報そうじゃ編集室（企画課）までご一報ください。自薦・他薦は問いません。

塩
津
　
容
子
さ
ん
（
総
社
三
丁
目
）

岡
山
県
文
化
奨
励
賞
に
選
ば
れ
た

岡
山
県
の
文
化
向
上
に
貢
献

し
、
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

る
人
に
送
ら
れ
る
岡
山
県
文
化

奨
励
賞
に
選
ば
れ
た
の
が
漆
芸

家
の
塩
津
容
子
さ
ん
だ
。

平
成
４
年
の
初
入
選
以
来
、

日
本
伝
統
工
芸
展
入
選
１５
回
な

ど
数
多
く
の
賞
を
受
賞
。
緻ち

密み
つ

な
筆
使
い
で
独
自
の
文
様
を
描

く
描か

き

蒟き
ん

醤ま

は
、
各
方
面
か
ら
高

い
評
価
を
得
て
い
る
。「
こ
れ

か
ら
も
研け

ん

鑚さ
ん

を
積
み
日
々
努
力

し
た
い
」
と
話
す
。

漆
芸
を
始
め
て
２９
年
。「
１

日
１
工
程
」。
作
品
は
和
紙
と

麻
布
に
漆
を
混
ぜ
、
何
度
も
塗

り
重
ね
る
な
ど
、
長
い
時
間
を

か
け
て
行
う
乾
漆
と
い
う
技
法

で
素
地
を
作
る
。
そ
の
上
に
描

蒟
醤
技
法
で
文
様
を
描
く
。

描
蒟
醤
に
は
上
質
で
透
明
度

の
高
い
備
中
漆
を
使
う
。「
備

中
漆
は
１０
年
、
２０
年
を
経
て
も

抜
け
る
よ
う
な
透
明
度
は
変
わ

ら
ず
、
素
地
の
強
度
は
よ
り
高

く
な
る
」
と
評
す
る
。

作
家
活
動
と
と
も
に
、
衰
退

し
て
い
た
備
中
漆
の
復
興
（
栽

培
）事
業
に
も
協
力
し
て
い
る
。

「
備
中
漆
を
使
っ
た
作
品
を
作

り
、
そ
の
魅
力
を
多
く
の
人
に

伝
え
る
の
が
私
の
役
目
」。
自

身
の
作
品
を
通
じ
て
備
中
漆
の

普
及
に
意
気
込
む
。

漆
芸
教
室
や
公
民
館
講
座
の

の
講
師
も
務
め
る
。「
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
感
じ
で
楽
し
い
で
す

よ
」
と
話
す
。
裾
野
は
広
が
っ

て
い
る
が
、
後
継
者
の
育
成
と

な
る
と
む
ず
か
し
い
と
言
う
。

「
志
す
人
は
、
漆
の
特
性
を
勉

強
し
、
と
に
か
く
時
間
を
惜
し

ま
ず
、
作
品
を
作
る
こ
と
が
大

事
」
と
熱
く
語
る
。

漆
芸
家
と
し
て
の
活
動
が
本

当
に
楽
し
い
と
い
う
塩
津
さ

ん
。
後
継
者
の
育
成
や
備
中
漆

の
復
興
・
普
及
へ
の
さ
ら
な
る

取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
る
な

か
、「
何
よ
り
、
心
身
と
も
に

健
康
で
あ
る
こ
と
が
第
一
」
と

力
を
込
め
る
。

生後４か月ごろになると、赤ちゃん
もきちっと絵本に焦点を合わせて見る
ことができるようになります。
最初は、「色」がはっきりしているも
の、ものがすっきりと描かれているも
のがおすすめです。
「色」のない絵本がだめということ

ではありません。年齢が上がってくれ
ば、よいお話であれば、色のない絵本
でも、じっくりと楽しむことができる
ようになります。

ほっとチッュピーの一室。昨年４
月に開設して以降、延べ約４００人
が利用。和やかでアットホームな雰
囲気のなかで、お子さんを預かって
いる

お子さんが小さいうちは、急に熱を出
したり、病気になったりすることがあ
ります。でも、どうしても仕事を休め
ないときなど、困ることがあるので
はないでしょうか。
市では、病気のため集団保育や学
校生活がむずかしく、保護者が家庭
で看病できないときにお子さんを預
かる病児保育室「ほっとチュッピー」
を、三宅内科小児科医院内（井手９１
９、1９３－８８８２）に開設しています。
９歳までのお子さんが対象で、利用に
は、市への事前登録が必要です。登録後は、
電話で予約をするだけで、看護師や保育士のい
る専門の部屋で、病気のお子さんをお預かりします。
必要に応じて診察や薬の処方も行います。
利用時間は、月・火・木・金曜日が、午前８時
３０分から午後５時３０分まで（午後６時まで延長可）。
水・土曜日が、午前８時３０分から午後１時までで
す。
利用料金は、１日利用すると２０００円、半日利用
は１０００円。昼食３００円、おやつ１００円です。
問い合わせ こども課児童保育係（1９２－８２６５）

『ママ　だいすき』
まど・みちお文　ましませつこ絵

こぐま社


